
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１分後の温度はわかるのかな？ 
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中部教育事務所 

算数科・数学科 授業づくり講座         

                                                            須崎市立朝ヶ丘中学校 

単元 第２学年 「一次関数」 

◇本単元で育成を目指す資質・能力  C 関数 （１） 一次関数 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等 

ア 一次関数について理解すること。 

  イ 事象の中には一次関数として捉えられるも

のがあることを知ること。 

  ウ 二元一次方程式を関数を表す式とみるこ

と。 

ア 一次関数として捉えられる二つの数量につい

て，変化や対応の特徴を見いだし，表，式，グラ

フを相互に関連付けて考察し表現すること。 

イ 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し

表現すること。 

〇数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘

り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとす

る態度，問題解決の過程を振り返って評価・改

善しようとする態度，多様な考えを認め，よりよ

く問題解決しようとする態度 

 

① 

（朝ヶ丘中学校授業研究会説明スライド・学習指導案より抜粋） 

これまでの生徒の実態 

○これまでの学力調査の結果から、必要な情報を整理して問

題を焦点化することや、「何を説明できればよいのか」を

判断できず、「用いるもの」と「用い方」を明確にして問

題解決の方法を説明することに課題がある。 

○関数領域の正答率が低く、二つの数量を関数として捉える

ことの必要性や関数の意味理解が十分でない 。 

単元末で目指す生徒の姿 

◇具体的な事象の中から取りだした２つの数量について

事象を理想化したり単純化したりすることによってそれ

らの関係を一次関数とみなし、目的に応じて表、式、グ

ラフを適切に選択し、問題解決し、自分の考えを根拠を

もとに表現できる。 

◇答えを求めたら終わるのではなく、一次関数とみなし

て予測したことと現実の世界の結果との違いを比べ、違

いがある場合は、なぜ違うのか原因について考え、より

よい予測のための手立てを工夫することができる。 

 

◇ 

◇ 

 

５分くらいまで、温度がどうなるか知りたいな。 

火力はどうなの？ 

最初の水の温度は？ 

１℃温度があがるのに何分かかる？ 

○授業改善のために単元構想をつくり、次年度

から活用できるようにデータに残していく。 

○活用の場面でも生徒同士が互いに 

意見を出し合い、解決に向かえる 

ように共有の仕方を工夫しようと 

思いました。 

○ジャムボード等、思考の共有ツールの使用に

ついて工夫してみようと思う。 

○単元計画のときから一時間の中の評価について

考えて、指導することができた。 

○指導と評価の計画を作成する中で、各時間ごと

の見方・考え方を働かせた子どもの反応や振り

返りにおける子どもの具体の姿を考えること

で、つけたい力が明確になった。 

○ICT の活用の場面について、もっと 

生徒主体で改善できるようにしていきたい。 
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 にご指導いただきました 

③ 

（当日の板書より） 

 

『問題を見いだすこと』 

『一次関数とみなすこと』 

『考察したことをよりよい説明にしていくこと』 

現実世界では、問題を 
見いだすのも生徒です。 

お茶のパッケージを見ると、だいた

い、80℃でいいんじゃないかな。 

一次関数を用いて具体的な事象を捉え
考察し表現する場面で大切にしたい指導 

一直線で考えた方が考えやすいかもし

れないな。 

水温が 80℃になるのを予想するにはど

ちらで考えた方が、考えやすいかな。 

時間と温度の関係を一次関数とみなすの

は、何を一定とみたのかな。 

水の温度の上がり方が一定と

みたってことかな。 

○生徒が、表、式、グラフを自分で選んで、 

 方法の説明をする。 

 「用いるもの」「用い方」 

 （個人→班） 

○状況設定 時間と水温の数値 

（めあて） 

熱した水がある温度になる時間を表、式、グラフを 

使って予想し、どのように求めたのか表現しよう 

○条件を変えて 100℃の時の時間を考えて、 

 実際のデータと比べて、予想した値との  

 違いを確認する。 

この場面で生徒は、求め方

を表現しようと思うのか？ 

方法の説明をする目的は？ 

「用いるもの」「用い方」

の型を示すのはなぜ？ 

教材研究会の時の指導案の本時の流れ 

○状況設定 時間と水温の数値 

（めあて） 

水温が 80℃になる時間を予測しよう 

○予想するにはどうしたらいいのか考え、 

 グラフにしてみる。直線に近いことから 

 一次関数とみなす。 

○水温が 80℃になる時間を予想する。 

 （個人）   12分くらいになりそう。 

授業研究会の時の指導案の本時の流れ 

○どうやって求めたのか、表現してみる。 

 説明をブラッシュアップする。 

教材研究会での伊吹調査官
からの助言 

先生はやかんでお湯を沸か
すことになりました。おいしい
お茶を入れたい。何度のお
湯を沸かせばいいかな。 

ほかの作業もしながら
したいので、ずっと温
度を計ることはできま
せん。水温が 80℃に
なるには何分かかる
のかな？ 

 

朝ヶ丘中学校の指導の工夫 

 

・導入の時間から、単元を通して繰り返し、学

習内容について具体的な事象ではどのよう

なことを表しているのか確認する。 

・生徒と共に問題を見いだす場面を設定す

る。（Point①） 

・一次関数とみなす場面で、表やグラフを使

って何が一定か気付かせる。（Point②） 

・個人の思考場面で、ICT の活用して生徒の考

えを全体で共有し思考を深めるように工夫し

ている。 

・問題解決の過程を説明する場面で生徒がブ

ラッシュアップし、よりよい説明にしてい

く。（Point③） 

・一次関数とみなして、生徒がグラフに表

し、予測したことと現実の世界の結果との

違いを比べて、なぜ違うのか原因を考察す

る場面を設定する。（Point④） 

次時の計画 

同じ場面で水温が 100°Ｃになるまでの時間を同じように予測し、予

測した結果と現実の世界の結果との違いを比べて、なぜ違うのか原

因を考察する場面を設定する。 

一次関数とみなし、グラフの直線を生徒自らが伸ばし、予測できたこ

とが、現実には範囲があることを学習し、予測と現実の違いを知る。

自らがグラフの直線を伸ばしたことで、振り返りの際により自分事と

して考えることができる。 

事象を捉え考察し表現する際には， 何を明らかに
しようとするかという目的意識をもち，
事象をどのように捉え，数学の対象に
するのかを明確にした上で数学的に表
現した問題を見いだすことが求められる。そ
の上で問題を解決する際には，目的に応じて表，
式，グラフを適切に選択 し的確に表現
することが大切である。 

 

目的を確認することで、どのように数学的に
捉えれば問題解決に近づくのか生徒に考えさ
せることで、主体的に考察する生徒を育てる 

一次関数とみなすのは、何を一定だと考えたか
らか確認し、生徒が自分たちで仮定し、問題解決
することが、次時の「振り返って考察する場面」で
生かされる 

実験によるデータの点がグラフで
ほぼ一直線上に並んでいることを
基にして，一定の熱量で加熱して
いるなどと理想化したり，熱した
時間だけで水温が決まると事象
を単純化したりすることによって，
二つの数量の関係を一次関数と
みなす。 

（学習指導要領解説数学編ｐ１１９） 

一次関数を用いて具体的な事象を捉え
考察し表現する場面で大切にしたい指導 

一次関数を用いて具体的な事象を捉え
考察し表現する場面で大切にしたい指導 

（当日の生徒のタブレットより） 

次はグラフで表してみよう。 

 

中学校学習指導要領解説数学編にも書かれているように、数学的活動の中で、生

徒の思考に沿っためあてや活動を仕組むことが主体的に学ぶことにつながる。 

方法の説明について、最初から用いるものと用い方などの方法を示してしまう

と、その必然性が生徒に伝わらない。稚拙であっても、生徒一人一人に表現させ、

ブラッシュアップさせていく中で、説明の要素として用いるものと用い方が必要

だと生徒に感じさせることが大切である。 

『振り返って考察すること』 

線を引きたいけれど折れ線グラフのよ

うに点をつないでいけばいいかな？直

線を引けばいいかな？ 

でも、正確には一直線上ではないな。 

④ 

点が一直線上に並んでいる

ように見えるな。 

（学習指導要領解説数学編ｐ１１９） 

一次関数を用いて具体的な事象を捉え
考察し表現する場面で大切にしたい指導 


